
計画区域

飲食施設
販売施設 その他施設

東山魁夷せとうち美術館
谷口吉生設計

53 香川県立ミュージアムを中心とした文化観光推進拠点計画

目標

文化観光拠点施設(設置者)：香川県立ミュージアム(香川県)
文化観光推進事業者：

(公社)香川県観光協会、高松タクシー協会、ことでんバス株式会社、
大川自動車株式会社、高松中央商店街振興組合連合会、
(一財)かがわ県産品振興機構

計画期間
2024年度～2028年度（5年間）

文化観光拠点施設機能強化事業
<1.文化資源の魅力の増進>
・ミュージアム１階ゲートウェイ化、展示強化、デジタルコレクション充実

<2.文化についての理解促進>
・展示解説多言語対応推進、デジタルコレクション活用、
文化資源周遊促進、体験型コンテンツ充実

<3.文化観光に関する利便の増進>
・受入環境整備、交通アクセス・周遊性向上、ナイトタイムエコノミー活性化

<4.飲食、販売、宿泊等との連携の促進>
・ミュージアムショップ、カフェの充実

<5.国内外への宣伝>
・ 認知度向上のための広報強化、観光客に訴求力のある公式ホームページ
開設

<6.施設又は設備の整備>
・１階フロアレイアウト改修、展示室照明LED化、Wi-Fi整備等

文化観光推進事業費（５年間の計画ベース）
386.68百万円（うち、文化観光推進事業補助金245.84百万円）

計画作成・実施体制

・ミュージアム展覧会観覧者数
【全体】2019年度 98千人→2028年度 125千人（1.3倍）
【国外】2019年度 0.98千人→2028年度 3.7千人（3.8倍）

※10年後（2033年度）には 5.5千人（5.5倍）
・来館者の満足度
【全体】2023年度 38％→2028年度 53％（+15％）
【国外】2023年度 54%→2028年度 64% （+10％）
・１階「よりどころ」来訪者数（延べ人数）
2019年度 2.96千人→2028年度 136千人（45.9倍）
・ミュージアムショップの売上げ
2019年度 5,495千円→2028年度 7,200千円（1.3倍）

中核文化観光拠点施設
（主要な文化資源）

香川県立ミュージアム
空海・こんぴら、高松城下、
現代建築に関する資料・作品
（国宝「藤原佐理筆詩懐紙」、
重文附「知事執務机・脇机」、
県指定「高松城下図屏風」、
イサム・ノグチ、猪熊弦一郎など
香川ゆかりのアート作品）

高松城跡
（国史跡）
披雲閣

（重要文化財）
披雲閣庭園
（国名勝）

栗林公園
（特別名勝）

「海に開かれた都市（まち）・高松」エリア

宿泊施設

<高松市>

高松市美術館

カフェ

香川県庁舎旧本館
及び東館

（重要文化財）
丹下健三設計

猪熊弦一郎「和敬静寂」
剣持勇 家具

瀬戸内海歴史民俗資料館
瀬戸内のくらしと文化
（重要有形民俗文化財）

山本忠司設計

香川県文化会館
大江宏設計

香川県漆芸研究所
（重要無形文化財）

ミュージアムショップ

高松市中央商店街
飲食施設
販売施設
宿泊施設

サンポート高松・北浜アリー地区
飲食施設
販売施設

主要な文化資源
（文化財等の種類）

連携・サテライト展示

JR高松駅
高松港

高松空港

高松城下図屏風
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